
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改

　

正
す
る
規
則 

（
疾
病
・
感
染
症
対
策
室
）　

　

一

告　
　
　

示

〇
情
報
公
開
条
例
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
出
資
団
体
等
に
つ
い
て 

（
県
政
情
報
公
開
室
）　

　

二

〇
宮
城
県
議
会
定
例
会
の
招
集 

（
財　

政　

課
）　

　

三

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
）　

　

三

〇
家
畜
伝
染
病
の
発
生 

（
畜　

産　

課
）　

　

四

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
に
関
す
る
地
積
を
特
に
減
じ
て
換
地
を
定
め
、
又

　

は
換
地
を
定
め
な
い
土
地
と
し
て
の
指
定 

（
農
村
整
備
課
）　

　

四

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
基
づ
く
付
保
義
務
の
同
意
成
立 

（
水
産
業
振
興
課
）　

　

四

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
二
件
） 

（
道　

路　

課
）　

　

四

〇
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定 

（
防
災
砂
防
課
）　

　

五

〇
海
洋
総
合
実
習
船
宮
城
丸
の
漁
獲
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収

　

事
務
の
委
託 

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）　

　

六

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

六

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　

　

七

〇
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了
の
届
出 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

七

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　

　

八

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

八

公　
　
　

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

八

議　
　
　

会

〇
宮
城
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

八

選
挙
管
理
委
員
会

〇
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
数 

八

〇
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
る
選

　

挙
権
を
有
す
る
者
の
数 

九

規　
　
　

則

　

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
号

　
　
　

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
」
を
「
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
」
に
、「
老
人
保
健
法
」
を
「
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
医
療
に
関
す
る
給
付
を
受
け
て
い
る
も
の
」
を
「
被
保
険
者
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（1）　 平成20年６月10日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1965号　　 
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様
式
第
二
号
（
裏
）
中
「資
格
消
滅
届

」
を
「受

給
者
証
返
還
届

」
に
、「問

合
せ

」
を
「問

い
合
わ
せ

」
に
改
め

る
。

　

様
式
第
六
号
中
「３

老
人
保
健
法
適
用
者
の
場
合
に
は
数
か
月
分
ま
と
め
て
記
入
で
き
ま
す

」
を
削
り
、

 

を　

 

に
改

め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則

の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
、
改
正
前
の
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
（
以
下
「
旧
規

則
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
手
続
、
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有

す
る
も
の
は
、
改
正
後
の
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い

う
。）
の
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
手
続
、
処
分
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

３　

旧
規
則
の
規
定
に
よ
る
様
式
第
一
号
、
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
六
号
は
、
当
分
の
間
、
新
規
則
の
規
定
に
よ
る

も
の
と
み
な
す
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
十
八
号

　

情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
十
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
特
定
出
資
団
体
等
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　

な
お
、
平
成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
十
九
号
（
情
報
公
開
条
例
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
出
資

団
体
等
に
つ
い
て
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

条
例
第
三
十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
特
定
出
資
団
体
等

，
。

第1965号　平成20年６月10日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

」

７
割
・
８
割
・
９
割

そ
の
他
（
　
　
 ）

社
会
保
険
等

負
担
割
合

老
人
保
健
適
用
の
有
無

　
　
有
　
・
　
無
　
　

国
　
保
・
政
　
管
・
組
　
合

船
　
員
・
共
　
済
・
そ
の
他

保
険
の

種
　
別

「

」

７
割
・
８
割
・
９
割

そ
の
他
（
　
　
 ）

社
会
保
険
等

負
担
割
合

国
　
保
・
政
　
管
・
組
　
合
・
船
　
員

共
　
済
・
後
　
期
・
介
　
護
　
　
　
　

保
険
の

種
　
別

「

様
式
第
１
号
（
第
４
条
関
係
）

　
（
注
）
１
　
申
請
区
分
の
う
ち
，
該
当
す
る
と
こ
ろ
を
〇
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
２
　
新
規
申
請
以
外
の
場
合
に
は
，
受
給
者
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
・
継
続
・
追
加
・
変
更

申
請
区
分

受
給
者
番
号

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
医
療
受
給
者
証
交
付
申
請
書

男
・
女

性
　
　
別

ふ
り
が
な

氏
　
　
名

受　　　　給　　　　者

職
　
　
業

　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

生
年
月
日

（
電
話
　
　
　
　
－
　
　
　
－
　
　
　
　
）

住
　
　
所

受
給
者
と
の
続
柄

被
保
険
者
氏
名

加
　
　
入

医
　
　
療

保
　
　
険

被
保
険
者
証
の
記
号
・
番
号

保
険
種
別

被
保
険
者
証
の
発
行
機
関

所
在

地

受
給
者
と
の

続
　
　
　
柄

ふ
り
が
な

氏
　
　
名

申請者
（
電
話
　
　
　
　
－
　
　
　
－
　
　
　
　
）

住
　
　
所

１
　
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害

　２
　
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症

病　　　　名

診
療
科

名
　
　
称

１
医
療

機
関

住
　
　
所

診
療
科

名
　
　
称

２
住
　
　
所

　
上
記
の
と
お
り
，
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

申
　
請
　
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿



１　

財
団
法
人
東
北
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

２　

財
団
法
人
宮
城
県
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

３　

仙
台
臨
海
鉄
道
株
式
会
社

４　

阿
武
隈
急
行
株
式
会
社

５　

財
団
法
人
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
環
境
保
全
財
団

６　

財
団
法
人
宮
城
県
環
境
事
業
公
社

７　

財
団
法
人
宮
城
県
文
化
振
興
財
団

８　

財
団
法
人
慶
長
遣
欧
使
節
船
協
会

９　

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

財
団
法
人
宮
城
県
腎
臓
協
会

10
　
　

財
団
法
人
み
や
ぎ
産
業
振
興
機
構

11
　
　

株
式
会
社
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
み
や
ぎ

12
　
　

宮
城
県
信
用
保
証
協
会

13
　
　

仙
台
港
流
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社

14
　
　

財
団
法
人
仙
台
勤
労
者
職
業
福
祉
セ
ン
タ
ー

15
　
　

財
団
法
人
宮
城
県
国
際
交
流
協
会

16
　
　

財
団
法
人
み
や
ぎ
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

17
　
　

株
式
会
社
仙
台
港
貿
易
促
進
セ
ン
タ
ー

18
　
　

宮
城
県
漁
業
信
用
基
金
協
会

19
　
　

財
団
法
人
み
や
ぎ
農
業
担
い
手
基
金

20
　
　

社
団
法
人
宮
城
県
農
業
公
社

21
　
　

財
団
法
人
翠
生
農
学
振
興
会

22
　
　

社
団
法
人
み
や
ぎ
原
種
苗
セ
ン
タ
ー

23
　
　

社
団
法
人
宮
城
県
青
果
物
価
格
安
定
相
互
補
償
協
会

24
　
　

社
団
法
人
宮
城
県
畜
産
物
価
格
安
定
基
金
協
会

25
　
　

社
団
法
人
宮
城
県
配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金
協
会

26
　
　

社
団
法
人
宮
城
県
畜
産
協
会

27
　
　

財
団
法
人
み
や
ぎ
林
業
活
性
化
基
金

28
　
　

社
団
法
人
宮
城
県
林
業
公
社

29
　
　

社
団
法
人
宮
城
県
漁
業
無
線
公
社

30
　
　

社
団
法
人
宮
城
県
建
設
セ
ン
タ
ー

31

　
　

財
団
法
人
み
や
ぎ
建
設
総
合
セ
ン
タ
ー

32
　
　

財
団
法
人
七
ヶ
宿
ダ
ム
自
然
休
養
公
園
管
理
財
団

33
　
　

財
団
法
人
宮
城
県
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
公
社

34
　
　

財
団
法
人
石
巻
湾
漁
業
振
興
基
金

35
　
　

財
団
法
人
仙
台
湾
漁
業
振
興
基
金

36
　
　

塩
釜
港
開
発
株
式
会
社

37
　
　

宮
城
県
開
発
株
式
会
社

38
　
　

仙
台
空
港
ビ
ル
株
式
会
社

39
　
　

仙
台
エ
ア
カ
ー
ゴ
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社

40
　
　

仙
台
空
港
鉄
道
株
式
会
社

41
　
　

財
団
法
人
宮
城
県
下
水
道
公
社

42
　
　

財
団
法
人
宮
城
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

43
　
　

財
団
法
人
宮
城
県
体
育
協
会

44
　
　

財
団
法
人
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

45

　
　
　

財
団
法
人
宮
城
県
暴
力
団
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

46
二　

条
例
第
三
十
八
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
特
定
出
資
団
体
等

　

１　

財
団
法
人
宮
城
県
地
域
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

２　

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
支
部
宮
城
県
済
生
会

３　

社
団
法
人
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

４　

宮
城
県
商
工
会
連
合
会

５　

宮
城
県
農
業
会
議

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
十
九
号

　

平
成
二
十
年
六
月
十
七
日
、
宮
城
県
議
会
定
例
会
を
仙
台
市
に
招
集
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

（3）　 平成20年６月10日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1965号　　 



　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
介
護
の
社
会
化
を
進
め
る
一
万
人
市
民
委
員
会
宮
城
県
民

の
会

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

大
川　

昭
雄

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
ヶ
岡
四
丁
目
二
番
八
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

こ
の
法
人
は
、
宮
城
県
民
に
対
し
て
、
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
の
増
進
を
図
る
活

動
を
通
じ
て
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
制
定
の
主
旨

に
基
づ
き
、
人
間
の
尊
厳
が
貴
ば
れ
、
か
つ
十
分
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る
社
会
的

機
能
の
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
一
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

家
畜
伝
染
病
の
種
類

　
　

ヨ
ー
ネ
病

二　

畜
種

　
　

牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）

三　

患
畜
及
び
疑
似
患
畜
の
区
分
並
び
に
そ
の
頭
数

　
　

患
畜　

四
頭

四　

発
生
の
場
所
又
は
区
域

　
　

涌
谷
町

五　

発
生
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

六　

患
畜
の
取
扱
い

　
　

法
令
殺

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
二
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

三
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
営
土
地
改
良
事
業
栗
原
地
区
に
つ
い
て
樹
立
す
る
換
地
計
画
に
関
し
、

次
の
従
前
の
土
地
を
、
地
積
を
特
に
減
じ
て
換
地
を
定
め
、
又
は
換
地
を
定
め
な
い
土
地
と
し
て
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

地
積
を
特
に
減
じ
て
定
め
る
土
地

二　

換
地
を
定
め
な
い
土
地

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
三
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査

し
た
結
果
、
網
地
島
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

第1965号　平成20年６月10日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）

市
町
村
名

栗
原
市

大　

字

栗
駒
栗
原

字

二
枚
橋

地　

番

八
四－

一

地　

目

畑

用　

地

畑

地
積　

㎡
四
五
二

特
に
減
ず
る
地

積 
㎡

三
一
五

市
町
村
名

栗
原
市

栗
原
市

栗
原
市

栗
原
市

栗
原
市

栗
原
市

大　

字

栗
駒
栗
原

栗
駒
栗
原

栗
駒
栗
原

栗
駒
栗
原

栗
駒
栗
原

築
館

字

二
枚
橋

二
枚
橋

二
枚
橋

大
谷
地

八
千
刈

黒
瀬
北
向

地　

番

八
四－

四

九
七－

二

九
七－

三

二
三

八
三

二
二－

三

地　

目

畑畑畑畑畑畑

用　

地

畑畑畑畑畑畑

地　

積　

㎡

一
四
四

                        
二
一
七

                        
二
九
〇

                        
四
八
〇

                        
六
四
二

                        
三
五
八



一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

角
田
柴
田
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

中
田
栗
駒
線

三　

道
路
の
区
域

　
〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
六
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

新
館
の
１
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
標
柱
十
四

号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

二　

古
沢
元
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
標
柱
十
五

号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

（5）　 平成20年６月10日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1965号　　 

変　

更　

の　

区　

間

角
田
市
江
尻
字
江
西
一
六
九
番
地
先
か
ら

同
市
江
尻
字
江
西
一
九
八
番
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後

前
Ａ

　

Ａ
後　
　

Ｂ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

　
　
　

六
・
五

　
　
　

六
・
五

　

二
・
七
〜

　
　
　

九
・
〇

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

九
〇
・
〇

九
〇
・
〇

九
四
・
〇

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

変　

更　

の　

区　

間

登
米
市
石
越
町
南
郷
字
新
田
二
三
番
二
地
先
か
ら

同
市
同
町
南
郷
字
新
田
二
三
番
一
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

八
・
五
〜

　
　
　
　

一
〇
・
五

　

九
・
五
〜

　
　
　
　

二
五
・
五

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

三
七
・
〇

三
七
・
〇

郡　

市

白
石
市

町
村
区

大　

字

新
館
町

南
町

字

二
丁
目

地　
　

番

百
五
番
六

八
十
七
番
十
六

八
十
七
番
十
三

九
十
六
番
四

百
五
番
十
一

百
五
番
九

二
十
六
番
一
地
先

道
路
敷

二
十
六
番
一

標　
柱　
番　
号

一
号

二
号

三
号
か
ら
六
号
ま
で

十
二
号

十
三
号

十
四
号

七
号

八
号
か
ら
十
一
号
ま

で

縦　
覧　
場　
所

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
大
河
原
土
木

事
務
所

郡　

市

岩
沼
市

町
村
区

大　

字

志
賀

字

長
坂

雷
神

地　
　

番

九
十
二
番
二

九
十
六
番

五
十
番
二

五
十
二
番

標　
柱　
番　
号

一
号
及
び
十
一
号
か

ら
十
五
号
ま
で

二
号
か
ら
五
号
ま
で

六
号
及
び
十
号

七
号
及
び
八
号

縦　
覧　
場　
所

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
仙
台
土
木
事

務
所



三　

要
害
の
２
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
標
柱
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
か
ら
標
柱

六
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
並
び
に
標
柱
七
号
か
ら
標
柱
十
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱

七
号
か
ら
標
柱
十
六
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
並
び
に
標
柱
十
七
号
か
ら
標
柱
三
十
号
ま
で
を
順
次

結
ん
だ
線
及
び
標
柱
十
七
号
か
ら
標
柱
三
十
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
七
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
海
洋
総
合
実
習

船
宮
城
丸
の
漁
獲
物
の
地
方
卸
売
市
場
気
仙
沼
市
魚
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成

二
十
年
五
月
三
十
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

宮
城
県
気
仙
沼
市
南
町
三
丁
目
三
番
七
号　
　

気
仙
沼
漁
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
年
五
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
柴
田
町
土
地
改
良
区

役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　
　

土　
　

井　
　
　
　
　

敏　
　
　

一　

就
任
し
た
者

 

第1965号　平成20年６月10日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （6）

五
十
番
一

九
号

郡　

市

宮
城
郡

町
村
区

七
ヶ
浜

町

大　

字

東
宮
浜

字

左
道

地　
　

番

三
十
八
番
一

三
十
六
番
一

五
十
一
番
一

五
十
番
一

三
十
六
番
三

三
十
四
番
一

三
十
四
番
三

標　
柱　
番　
号

一
号
か
ら
三
号
ま
で

四
号

五
号

六
号

七
号

八
号
及
び
九
号

十
号

縦　
覧　
場　
所

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
仙
台
土
木
事

務
所

二
十
八
番

五
十
八
番
二

二
十
号
か
ら
二
十
六

号
ま
で

二
十
七
号

就

任

年

月

日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

氏　
　
　

名

平　

間　

明　

夫

一　

条　

清　

次

齋　

藤　

一　

郎

大　

平　

良　

夫

加　

藤　

一　

郎

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
成
田
字
内
越
五
十
五
番

地柴
田
郡
大
河
原
町
字
中
島
町
七
番
地
五

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
四
日
市
場
字
炭
釜
百
七

十
三
番
地

角
田
市
小
坂
字
西
迎
五
十
二
番
地

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
上
川
名
字
館
山
四
十
四

番
地

役
職
名

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

三
十
三
番

三
十
二
番
一

三
十
二
番
六

二
十
九
番
三

二
十
九
番
四

十
一
号
及
び
十
二
号

十
三
号
及
び
十
四
号

十
五
号
及
び
十
六
号

十
七
号

十
八
号
及
び
十
九
号

五
十
五
番

二
十
九
番

二
十
八
号
及
び
二
十

九
号

三
十
号



二　

退
任
し
た
者

 

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
九
号

　

角
田
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
六
月
四
日
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　
　

土　
　

井　
　
　
　
　

敏　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
五
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土

地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
を
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　
　

大　
　

平　
　

輝　
　

雄　
　
　

（7）　 平成20年６月10日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1965号　　 

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

根　

本　

誓　

夫

阿　

部　

誠　

悦

加　

納　

厚　

志

佐　

藤　

利　

夫

玉　

槻　

正　

夫

岡　

崎　

静　

夫

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
中
名
生
字
登
夫
二
百
三

十
七
番
地

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
入
間
田
字
関
本
十
五
番

地柴
田
郡
柴
田
町
大
字
槻
木
字
舘
前
百
十
一
番

地柴
田
郡
柴
田
町
大
字
上
川
名
字
江
坪
十
四
番

地柴
田
郡
柴
田
町
大
字
船
岡
字
砂
田
七
十
番
地

一柴
田
郡
柴
田
町
大
字
入
間
田
字
三
本
木
百
四

十
六
番
地

理

事

理

事

理

事

監

事

監

事

監

事

退

任

年

月

日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

氏　
　
　

名

平　

間　

明　

夫

一　

条　

清　

次

齋　

藤　

一　

郎

百　

　々

征　

祐

星　
　
　

作　

三

加　

茂　

力　

男

大　

沼　

喜　

昭

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
成
田
字
内
越
五
十
五
番

地柴
田
郡
大
河
原
町
字
中
島
町
七
番
地
五

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
四
日
市
場
字
炭
釜
百
七

十
三
番
地

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
富
沢
字
坂
本
六
十
七
番

地柴
田
郡
柴
田
町
槻
木
下
町
二
丁
目
六
番
二
十

五
号

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
下
名
生
字
大
畑
脇
七
十

八
番
地

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
船
迫
字
土
平
二
十
六
番

地

役
職
名

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

水　

戸　
　
　

稔

佐　

藤　

利　

夫

玉　

槻　

正　

夫

岡　

崎　

静　

夫

角
田
市
神
次
郎
字
中
田
百
十
四
番
一

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
上
川
名
字
江
坪
十
四
番

地柴
田
郡
柴
田
町
大
字
船
岡
字
砂
田
七
十
番
地

一柴
田
郡
柴
田
町
大
字
入
間
田
字
三
本
木
百
四

十
六
番
地

理

事

監

事

監

事

監

事

届
出
者
の
名
称

大
崎
市

地　

区　

名

葛
岡

事　

業　

の　

種　

類

基
盤
整
備
促
進
事
業

工
事
完
了
年
月
日

平
成
十
八
年
三
月
十
五
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

松　

田　

善
一
朗

加　

茂　

力　

男

大　

沼　

喜　

昭

日　

下　

啓　

一

関　
　
　

重　

吉

柴
田
郡
柴
田
町
槻
木
下
町
三
丁
目
一
番
四
十

号柴
田
郡
柴
田
町
大
字
下
名
生
字
大
畑
脇
七
十

八
番
地

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
船
迫
字
土
平
二
十
六
番

地柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
中
央
一
丁
目
六
番
十
八

号柴
田
郡
柴
田
町
大
字
葉
坂
字
寺
前
七
十
七
番

地

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十
二
日

日　

下　

啓　

一

関　
　
　

重　

吉

加　

納　

厚　

志

卯　

花　

知　

明

村　

上　

紘　

一

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
中
央
一
丁
目
六
番
十
八

号柴
田
郡
柴
田
町
大
字
葉
坂
字
寺
前
七
十
七
番

地柴
田
郡
柴
田
町
大
字
槻
木
字
舘
前
百
十
一
番

地柴
田
郡
柴
田
町
大
字
葉
坂
字
女
蔵
六
十
番
地

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
入
間
田
字
小
豆
岡
百
番

地

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事



〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
五
十
一
号

　

志
田
郡
桑
折
江
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
六
月
二
日
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

大　
　

平　
　

輝　
　

雄　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
五
十
二
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
崎
土
地
改
良
区
役

員
の
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　
　

大　
　

平　
　

輝　
　

雄　
　
　

　

退
任
し
た
者

 
公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 
議

会

〇
宮
城
県
議
会
訓
令
甲
第
一
号

　

宮
城
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

宮
城
県
議
会
議
長　
　
�
　
　

橋　
　

長　
　

偉　
　
　

　
　
　

宮
城
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

宮
城
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
一
年
宮
城
県
議
会
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
第
五
号
中
「
第
十
七
号
か
ら
第
十
九
号
」
を
「
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中

「
第
十
五
号
及
び
第
十
六
号
」
を
「
第
十
五
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
中
第
二
十
一
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
六
号

を
第
十
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
八　

次
長
又
は
課
長
の
職
に
あ
る
者
の
自
己
啓
発
等
休
業
及
び
そ
の
期
間
の
延
長
の
承
認
並
び
に
承
認
の
取
消
し

　

第
七
条
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
五　

次
長
又
は
課
長
の
職
に
あ
る
者
の
育
児
短
時
間
勤
務
及
び
そ
の
期
間
の
延
長
の
承
認
並
び
に
そ
の
取
消
し

　

第
八
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
」
を
「
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号

中
「
第
九
号
及
び
第
十
号
」
を
「
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
第
二
項
中
第
二
十
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十

号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
二　

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
及
び
そ
の
期
間
の
延
長
の
承
認
並
び
に
承
認
の
取
消
し

　

第
八
条
第
二
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

九　

職
員
の
育
児
短
時
間
勤
務
及
び
そ
の
期
間
の
延
長
の
承
認
並
び
に
そ
の
取
消
し

　

第
十
一
条
の
二
中
「
育
児
休
業
」
の
下
に
「
、
育
児
短
時
間
勤
務
」
を
加
え
る
。

　

第
十
二
条
を
第
十
二
条
の
二
と
し
、
第
十
一
条
の
五
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
一
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。

　

（
自
己
啓
発
等
休
業
）

第
十
一
条
の
五　

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
の
事
務
部
局
に
勤
務
す

る
一
般
職
の
職
員
の
例
に
よ
る
。

　

第
十
三
条
の
三
第
二
項
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
八
号
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退

任

年

月

日

平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日

氏　
　
　

名

齋　

藤　

榮　

一

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

大
崎
市
古
川
大
幡
字
原
田
一
七
四
番
地

役
職
名

理

事

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

岩
沼
市
寺
島
字
西
川
百
八
番
一

　

岩
沼
市
押
分
字
奥
山
百
八
十
六
番
地
の
一　

林
住
宅
二

－

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
塚　

純
子



　

平
成
二
十
年
六
月
二
日
現
在
に
お
け
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及

び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
並
び
に
第
七

十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要

す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え

る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

一　

地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
五
十
分
の
一
の
数

　
　

三
八
、
一
六
三

二　

地
方
自
治
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
四
十
万
を
超

え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数

　
　

三
八
四
、
六
九
〇

三　

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
三
分
の
一
の
数

 

 
青

葉

選

挙

区 

七
四
、
八
〇
八 

 
岩

沼

選

挙

区 

一
一
、
八
〇
五

 

 
宮

城

野

選

挙

区 

四
九
、
二
一
九 

 
登

米

選

挙

区 

二
四
、
二
八
六

 

 
若

林

選

挙

区 

三
四
、
六
三
九 

 
栗

原

選

挙

区 

二
二
、
二
八
五

 

 
太

白

選

挙

区 

五
九
、
一
八
八 

 
東

松

島

選

挙

区 

一
一
、
六
七
八

 

 
泉

選

挙

区 

五
五
、
八
八
九 

 
大

崎

選

挙

区 

三
七
、
三
〇
二

 

 
石
巻
・
牡
鹿
選
挙
区 

四
八
、
五
六
七 

 
柴

田

選

挙

区 

二
三
、
二
九
一

 

 
塩

釜

選

挙

区 

一
六
、
二
六
〇 

 
亘

理

選

挙

区 

一
四
、
五
六
五

 

 
気

仙

沼

選

挙

区 

一
八
、
〇
六
九 

 
宮

城

選

挙

区 

一
三
、
〇
二
三

 

 
白
石
・
刈
田
選
挙
区 

一
四
、
九
七
二 

 
黒

川

選

挙

区 

二
一
、
八
九
五

 

 
名

取

選

挙

区 

一
八
、
二
八
五 

 
加

美

選

挙

区 

九
、
五
六
三

 

 
角
田
・
伊
具
選
挙
区 

一
三
、
六
三
七 

 
遠

田

選

挙

区 

一
二
、
三
五
二

 

 
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
選
挙
区 

二
二
、
三
四
七 

 
本

吉

選

挙

区 

八
、
一
二
七 

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
九
号

　

平
成
二
十
年
六
月
二
日
現
在
に
お
け
る
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
四
十
万
を
超
え
る

数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
日

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　
　

三
八
四
、
六
九
〇

（9）　 平成20年６月10日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1965号　　 


